
 

別紙 1 

法人名 特定非営利活動法人ＭｉＫＯねっと  

事 業 計 画 書 

事業名 「 たのしく あ－そ－ぼ！！」事業  

種類 
特定分野事業ネーミング枠 

 （Ｓankeiキッズ募金 子育て振興事業） 

1．事業の目的 

 

コロナ禍にあって、乳幼児を育てている保護者の中には、家庭で

孤独な子育てをしている人が増加し、人と人とのコミュニケーショ

ンの場が減少しています。そこで 3密対策を講じながら、不安や悩

みを語り合いみんなで子育ての楽しさを共有できる「親子あそび＆

ママのしゃべり場」をつくります。子どもの成長には乳幼児期から

たくさんの違った価値観を持つ大人の中で育ち合うことは重要で

す。 

コロナ禍の中で、「新しい生活様式」を模索・追求しながら、子

育て中のママの交流の場を確立していきます。 

２.事業で取り組
みたいちいきや
社会の課題 

（１）法人設立の目的・これまでの活動・成果 

①設立目的：市内の各分野の人々が協力し、子育てしやすいまちを

つくる。 

②活動：子育てﾌｪｽﾀ、子育て広場、子育て講演会、放課後子ども広

場等 

③成果：たくさんの親子が事業に参加、楽しさを共有。子育てﾌｪｽﾀ

は 16回 

（２）課題 

①今の課題は、コロナ禍で家庭にこもりがちな未就園児の親子の集

う場を、「新しい生活様式」を考慮しながらいかにしてつくってい

くか。 

②子どもの目線に立った、子育て中の親子の集う場の確立。 

（３）重要性等 人と人とがふれあう場はコロナ禍だからこそ必要  

 「新しい生活様式」の集う場の確立の模索・検討は重要。 

 

３．具体的な事業

内容 

 

（１）親子あそび＆ママのしゃべり場 

①趣旨：親子で交流し、孤独な子育てをするママたちの不安や悩み

を解消 

②時期：令和 3年 7月 1日（木）～令和 4年 2月 17日（木） 

〈全 14回〉 

③対象者：未就園児の親子 

④場所：三郷中央におどりプラザ 3階会議室（約 300平米） 

⑤参加見込み人数：20組 

 

（２）親子表現あそびコミュニケーションワークショップ 



 

①趣旨：親と子、親同士、子ども同士のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを言葉だけでは

ない、いろんな形の表現で通じ合うことを体験する。 

②時期：令和 3年 12月 9日（木） 

③対象者：親子あそび＆ママのしゃべり場参加の未就園児の親子 

20組 

④場所：三郷中央におどりプラザ 3階会議室 

⑤外部講師：子ども劇場おやこ劇場埼玉ｾﾝﾀｰ 表現活動部員 3名 

 

（３）はじめてのお芝居「ふうふうあーん」鑑賞 

①趣旨：「楽しいこと」「美しいこと」「やさしいこと」「わくわくす

ること」「ちょっぴりのどきどき」、そんな世の中のいろんな「素

敵」なことを 0～2 歳未満のちいさなひとと、その成長を見守る

大人に届ける。プロの演劇を鑑賞する。 

②時期：令和 4年 2月 3日（木） 

③対象者：親子あそび＆ママのしゃべり場参加の未就園児の親子 

20組 

④場所：三郷中央におどりプラザ 3階会議室 

⑤外部講師：劇団「アートインＡsibina」 

 

4．具体的な事業

の実施計画 

 

（１）親子あそび＆ママのしゃべり場 

①実施までの準備  

 スタッフは、現場責任者の竹内亜希子他 5名（高橋直子、太田恵、

水谷昌子、梁取智紗、奥山和子）。スタッフ同士、進め方を話し合

う。 

 ※担当については、別紙：人件費明細を参照 

 親子あそび＆ママのしゃべり場の 1日のスケジュール 

  10：00～10：45 親子あそび 

  10：45～11：30 ママのしゃべり場 

 （自由なしゃべり場・テーマを設定したしゃべり場） 

  ※ママのしゃべり場は子どもは同室保育 

 

（２）親子表現あそびコミュニケーションワークショップ 

  10：30～11：30 親子一緒にファシリテーターと楽しいワーク  

①実施までの準備 

子ども劇場おやこ劇場埼玉ｾﾝﾀｰ 表現活動部員 3名 と事前打ち

合わせ 

   

（３）はじめてのお芝居「ふうふうあーん」鑑賞 

①実施までの準備 

 劇団「アートインＡsibina」との打合せ 

※（2）、（3）のスタッフに、工藤トモ、西脇紀子、橋爪恵子、3 人

追加 



 

○事業のスケジュール 

時期  

7月 親子あそび＆ママのしゃべり場（ﾃｰﾏ）月 2回 

8月 親子あそび＆ママのしゃべり場（ﾃｰﾏ）月 2回 

9月 親子あそび＆ママのしゃべり場（ﾃｰﾏ）月 2回 

 10月 ① 親子あそび＆ママのしゃべり場 

（お散歩ｶｰﾄﾞづくり）  

② 親子あそび＆ママのしゃべり場（お散歩） 

 11月 親子あそび＆ママのしゃべり場（ﾃｰﾏ）月 2回 

 12月 ① 親子表現あそびｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 

② 親子あそび＆ママのしゃべり場  

1月 親子あそび＆ママのしゃべり場（ﾃｰﾏ）月 2回 

2月 ① 「はじめてのお芝居」  

② 親子あそび＆ママのしゃべり場（おわかれ会） 

 

○広報計画について 

・チラシ（2，500枚）、ポスター（50枚）については、三郷市の窓

口の他、公共施設等に配布、掲示する。会場近隣にチラシ配布。 

 

5．事業の実施 

体制 

○事業の実施について 

① 統括責任者 工藤トモ    ②連絡責任者 工藤トモ 

③ 現場責任者 竹内亜希子   ④経理担当者 大竹美佐子 

⑤ 高橋直子、西脇紀子 

6．来年度以降ど

のように事業を

継続し発展させ

ていくか 

 

事業終了後は、この事業に参加した保護者が、体験を元に、自分の

地域の中で楽しい子育ての場を共有する子育てサークルをつくる

ように、事業の中で 

「サークルのつくり方・運営」などについてもテーマとして取り上

げてみたいです。 

 

7．今回の事業が

他の団体、行政等

が実施する同種

の事業と比べて

優れていること 

 

・行政の施設や事業はいろいろな制約があり、なかなか子どもの目

線に立った内容になっていない場合もあると感じています。 

・そこで、あそびの内容を子ども目線の立場から考えて見たいと思

います。 

例えば、今はコロナ禍なので、非接触型温度計での検温、手指の消

毒、3 密回避対策は十分行いますが、遊具をあまり消毒したくない

ので、たくさんの人が共有する遊具は避け、「遊具をつくってあそ

ぶ」ことにし、作成したものは各自持ち帰るようにする回も設定す

るなど除菌に頼り切らない方策をとります。 

・コロナ禍でも子育て中のママたちの精神的なよりどころとなる集

う場をつくるために、「新しい生活様式」の子育て広場とは、を追

求し続けます。 



 

・一人っ子も多い昨今、親以外の大人と小さい頃から関わるのは、

大人にも子どもにもよい影響があると思います。 

・親子表現あそびｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾜｰｸｼｮｯﾌﾟや「はじめてのお芝居」鑑賞

など子どもの豊かな感性を乳幼児期から育み、引き出す視点も大切

にしています。 

 

 


